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本
表
は
、
盡
灣
總
督
府
第
一
一
一〜

1

六
統
計
誉
•
移
出
品
數
量
及
價 

額
ょ
o
作
成
。

:
.
,
. 

;
.

(

.独
十
七)

朝
鮮
に
對
す
.る
進
出
の
先
鞭
と
な
っ
た
鴇
綠
江
採
木
公
司 

は
、
明
治
四「

年
五
月1

四
日
の
芷
式
調
印
を
以
て
發
足
し
た
も
の 

で
あ
る
。

(

鴨
綠
江
採
木
公
司
編
•
：鳾
綠
江
林
業
史
♦、大
正
八
年
六 

月

刊

.
一
四
九〜

六

〇
頁)

乍
然
、

こ
れ
ょ

リ
さ
き
、
陸
軍
は
旣
に 

木
材
脔
の
設
掇
を
完
了
し
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

(

前

揭
•

.
大
日
本
山
林
會
報
•
第
：

一

一j
〇
八
號—

明
治
四
一
年
七
月
.一
五
.日
刊
、「 

木
材
廒
製
擊
3
る」

•「

木
材
廠
長
の
更
迭」

參
照
。)

(

驻
十
八)

例
へ
ば
、
北
海
道
に
對
す
る
、
三
井
物
產(

明
治
因
四
年)
、
 

住
衣
林
業(

明
治
四
一
年)

、
3E
子
製
㈣
へ
明
治
四
三
年)

、
小

榑

木

材

.
、 

(

明
治
四1

牢

•
大
倉
喜
八
邱
の
支
配
下
に
入
る)

.
等
。

.
•
/ 

樺

太

丨

ー

一

一

井

物

庳

(

明
治
四
五
年)

、
王
子
製
紙
ハ
大
IE
三
年)

ま
。 

朝
鮮
I

三
井
合
名(

明
治
四
四
年)

等
。

盡
灣
丨
藤
田
組(

明
治
三一

年)

、
三
井
合
，名(

明
治
三
八
年)

等
。
'

尙
、
こ
れ
と
前
後
し
て
、

當
時
旣
に
南
方
に
對
す
.る
開
發
の
企
圖
せ
.

■£>
■

れ
て
ゐ
た
こ
と
を
記
し
て
を

.
く
。
卽
ち
明
治
四
四
年
 

ー
0

月
.

1
.ニ

日
、
森
村
市
左
衞
門
等
に
よ
り
設
立
さ
れ
た「

南
瓯
公
司」

が
そ
れ 

.
で
あ
る
。(

芥
川
蹯
•
株
式
會
社
南
蓝
公
司
沿
革
‘
昭

和一

三
年
刊) 

(

驻
十
九)

こ
れ
ど
同
.時
に
、
各
地
に
設
立
さ
れ
た
地
方
山
林
會
の
役 

割
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

(-

註
二
十)

，明
治
四
四
年
四
月
四
日•

農
商
務
省
令
第
一
六
號
。

(

註
ニ
十一

)

明
治
四
四
年
四
月
八
日
•
農
商
務
省
令
笫
一
五
號
。

(

註
二
十
ニ)

'
明
治
四
四
年
七
月
森
林
組
合
に
.對
す
る
低
利
金
融
の

供 

與
を
、
農
商
務
•

大

蔵

，

遞
信
の
三
次
官
よ
リ
、
各
府
縣
知
事
•
日 

本
勸
業
：銀
行
總
裁
，
.各
府
縣
農
工
銀
行
監
理
官
に
通
知
す
。

.

(

註
ニ
十
三)

.
明
治
四
四
年
七
月
•
林
第
三
.九
.五
六
號
、
山
林
局
長
よ 

り
各
府
縣
知
寒
に
對
し
、
森
林
組
合
に
對
す
る
低
利
資
金
の
融
通
に 

つ
き
指
示
i

請
を
行
ふ
。

(

未
完)
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最

近

の

'ソ

連

鐵

道

の

瑰

狀

と

政

策

加

藤

寬

概

說

ソ
連
の
運
輸
交
通
の
發
達
は
、

H

業
化
の
發
展
と
密
接
に
關
係
し
て
い.
 

る
。
、ど
こ
の
國
で
も
そ
ぅ
な
の.で
は
あ
る
が
、.特
に
•ソ
連
の
場
合
に
は
、 

廣
大
な
大
陸
に
擴
が
つ
て
い
る
各
種
企
業
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
重
要
な

.
 

の
で
あ
る
。

：

例
え
ば
ク
ズ
バ
ス
の
石
炭
と
マ
ダ
一
一
ト
ゴ
ル
ス
グ
の
鐵
鑛
と 

が
チ
ヱ
ル
ヤ
ビ
ン
ス
ク.の
ト
ラ
ク
タ
ーH

場
に
蓮
ば
れ
、
こ
：こ
で
作
ら
れ
：
 

た
卜
ラ
ク
タI

は
ウ
ク
ラ
ィ
ナ
、
中
央
ア
ジ
ア
、
.極
東
に
運
ば
れ
て
農
業 

に
.使
用
さ
れ
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
、パ
ク
ー
や
そ
の
他
の
地
域 

か
ら
ト
.ラ
ツ
タ
ー
の
た
め
の.石
汕
を
も
つ
て.こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。_
 

.こ 

ぅ
し
て
で
き
上
が.つ
た
農
產
物
は
、
何
百
何
千
マ
ィ
ル
も
離
れ
た
町
に
送

. 

ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。.こ
'の
よ
う
に
廣
範
な
地
域
.で
計
畫
經
濟
を
や
つ

て
行
く
た
め
に
は
當
然
、
友
犬
な
輸
送
力
を
も
つ
轍
送
組
織
が
必
要
と
さ 

れ
る
わ
け
で
あ
る。
■

:

.輸
送
手
段
に
は
鐵
道•
河
川」

海
上
•
自
動
难
•
航
空
の
諸
手
段
が
考 

え
ら
.れ
る
が
、
.航
空
輸
送
は
輸
遂
能
力
が
此
較
的
低
い
た
め
ま
だ
鐵
道
の 

.發
達
し
な
い
僻
地
へ
の
輸
送
や
至
急
便
や
翳
療
品
輸
绘
に
使
わ
れ
て
い
る 

.他
は
餘
り
重
耍
な
輸
遂
手
段
と
な
つ
そ
お
ら
な
い
。
ま
た
自
動
取
輸
送
は 

近
時
道
路
改
善
と
と
も
に.發
達
し
て
は
き
た
が
、
ま
だ
他
の
輸
遂
手
段
に 

較
べ
る
と
立
ち
お
く
れ
て
お
り
近
距
離
轍
遂
に
重
點
が
お
.か
れ
て
い
る
に 

:

す
ぎ
な
い
。
海
上
輸
逯
ば
谓
が
一
年
の
ぅ
ち
三

〜

九
力
月
凍
り
、
人
口
數 

の
少
な
い
所
に
あ-?
)
た
め
、
少
數
の
港
し
か
活
躍
し‘て
い
な
い
。
尤
も
北 

洋
航
路
の
開
拓
な
ど
見
る
べ
き
も
の
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
ょ
り
も
河 

，川

.*
運
河
の
輸
送
が
氷
上
輸
送
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
自
然
的
に
ソ 

連
の
水
路
が
航
行.に
，惠
ま
れ
て，.い
る
こ
と
は
^
^
、
運
河
の
開
拓
も
^
め 

て
發
達
し
て
い
る
。
し
か
し
鐵
道
に
較
べ
て
河
川
輸
送
は
、
，運
賃
が
安
い 

が
連
度
が
お
そ
い
し
、
ま
た
河
の
あ
る
地
域
に
限
ら
れ
る
。
從
つ
て
；小
急 

な
容
積
の
大
き
い
貨
物
を
運
ぶ
に
は
有
用
で
あ
る
が
、
急
速
に
發
展
し
て

〔

璐

1
煳〕

^
0 
ブ 
y
l

令 
a
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^
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三
田
學
會
雜
認
■.第
四
.十
七
；卷

第
.六
號.V

行
<
經
濟
に
と
つ
て
は
鐵
道
輸
遂
が
や
は
り
主
と
な
る
。

こ
の
鐵
道
輸
遂
の
主̂
^
の
原
因
は
、0
道
が
苗
凼
に
資
源
の
あ
る
場 

所
に
敷
設
さ
れ
、.天
，候
V
氣
候
に
か
か
わ
り
な
く
輸
送
'で
き
る
と
い
う
特 

徴
が
、
ソ
迎
の
要
求
と
合
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主
導
性
を
貨
物
轍 

送
傲
：に
つ
い
て
み
る
と
、
敗
ー
衷
の
通
り
で
あ
る
。

(

駐
ー)

-:
〇
年
間
以 

上
、
鐡
逍
輸
送
は̂
迎
の
货
物
運
搬
の
大
部
分
、
つ
ま
り
七
五
^
位
を
輸 

送
し
て
お
り
、
河
川
輸
送
は
一
五̂
、
沿
海
轍
送
は
一.〇
％
以
下
、
ト
ラ
.
 

ッ
ク
輸
送
は
五̂

以
下
と
な
つ
.て
い
る
。

.

.
ニ

鐵

道

組

織

の

發

達

と

現

狀

:

ソ
’迎
鐵
道
網
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
ょ
う
に
、
•
西
方
地
域
、
と
く
に
レ 

二
ン
グ
ラ
ー
ド
、
モ
ス
ク
ワ
に
連
絡
し
て
い
る
線
路
.が
匪
倒
的
に
多
く、
.
 

東
方
程
線
路
は
少
な
く
な
つ
て
い
る
。
こ
の
ょ
う
に
偏
つ
た
理
曲
は
ロ
シ 

ア
の
人
口
が
偏
在
し
、
ま
た
資
源
が
偏
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
他
に 

歷
史
的
な
理
®
も
あ
る
。
そ
れ
は
ッ
ァ
ー
政
府
が
西
方
に
鐵
遒
を
敷
設
し
.
 

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
こ
の
西
方
地
域
の
鐵
道
建
設
が 

バ
ル
チ
ッ
ク
海
、
黑
海
を
經
て
、
西
歐
に
穀
物
を
輸
出
す
る
た
め
最
も
必 

要
だ
つ
た
と
い
う
經
濟
的
事
情
と
、
更
に
こ
の
地
域
に
鐵
道
を
建
設
し
て 

お
く
こ
と
は
、
最
も
取
蕲
的
に
童
要
で
あ
る
こ
の
地
域
に
極
め
て
迅
連
に 

艰
隊
と
物
資
と
を
^
るこ
と
が
で
き
る
と
い
う
政
浩
^
事
^
に
基
*>
た
。

ソ
ヴ
ヱ
ト

r r
J&
f l

は
帝
政
口
シ
ア
か
ら
約
六
萬
キT3
の
鐵
道
網
をU

き 

つ
い
だ
。
新
政
權
の
ま
ず
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
仕
事
は
、
國
內
戰
と 

外
國
千
涉
戰
中
に
受
け
た
損
害
を
、
で
き
る
限
り
早
く
復
舊
す
る
こ
と
で

.
■;
V
 

.
八
-四

(

六
七
〇)

.

あ
っ
た
。
.そ
し
て
更
に
經
濟
の
新
し
い
必
要
に
應
じ
て
建
設
を
進
め
る
こ 

と
で
あ
っ
た
。.こ
の
仕
事
は
|«
靈
期
1
に
大
略
完
成
し
た
。

第
一
次
五
力
年■

期
に
入
る
と
、
政
府
は
鐵
遨
に
對
す
る
投
資
を
節 

約
す
る
こ
と
に
事
念
し
た
。
例
え
ば
一
九
ニ
八

〜

三
三
年
間
に
軌
逍
の
汆 

長
は
七
％
增
加
し
た
だ
け
な
の
に
、
货㈱
■
送
量
は
八 
一
一
^
も
增
加
し
て 

い
る
。
こ
の
增
加
は
も
ち
ろ
ん
政
府
の
意
圖
に
從
が
っ
て
、
設
備
や
軌
逍 

の
利
用
を
强
化
す
る
こ'と
に
ょ
り
可
能
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
し
力
し 

そ
れ
で
も
な
お
增
大
す
る
貨
物
を
さ
ば
き
き
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
一
九 

三
，三
年
顷
、
鑛
山
ゃ
鐵
工
場
ゃ
輕
.
食
料
工
業
な
ど
に
は
生
產
物
が
運
び 

き
れ
な
い
で
堆
積
さ
れ
、
生
產
の
阻
害
と
な
り
、
ま
た
レ
I
ル
や
パ
イ
プ 

な
ど
鐵
道
自
#
に
必
要
な
も
の
さ
え
輸
送
で
き
なV
狀
態
に
あ
っ
た
。

一
 

九
三
四
年
末
頃
に
は
三
百
萬
ト
ン
以
上
の
木
材
、
一
W
萬
ト
ン
‘の
石
炭
、 

否
萬
ト
ン
の
鑛
石
な
ど
千
五
百
萬
ト
ゾ
も
の
貨
物
が
運
び
き
れ
ず
に
堆
梢 

さ
れ
て
い
た
。

.

政
治
局
員
力
ガ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
登
場
し
た
の
は
こ
の
危
機
の
時
、

一
九 

三
五
年
で
あ
っ
た
。
彼
は
鐵
道
に
對
す
る
資
材
の
供
給
に
重
點
を
お
い 

た
。
例
え
ば
一
九
三
五
年
に
生
產
さ
れ
た
鋼
鐵
の
五
分
の
一
以
上

I

こ 

れ
は
一
九
三
一
一
年
の
一一倍
に
當
る
量—

を
鐵
道
に
供
給
し
た
。
こ
ぅ
し 

て
危
機
を
脫
し
て
か
ら
、
ソ
連
の
鐵
道
は
技
術
の
改
善
に
乘
り
だ
し
た
。 

複
線
は
一
九
一一れ

年
の
六
千
キ
ロ 

メ
ー
タ
ー

か
ら
、.

一
九
四
〇
年
に
約
一

一 

與
五
千
キ
ロ 

メ
I
タ
ー
に
增
加
し
た
し
、
軌
道
の
約
四
〇
ズ
は
重
量
軌
道 

で
あ
り
、
運
搬
カ
增
加
に
は
新
し
い
機
關
艰
と
大
き
な
貨
物
雖
が
導
入
さ 

れ
、

一
九
四
〇
年
迄
に
約
千
九
百
キ
ロ
.メ
ー
タ
ー
が
電
化
線
と
な
る
な
ど

:病

著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
お
事
故
の
頻
發
、
設
備
維
持
の
缺
點 

な
ど
不
充
分
な
點
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

.
第】

一

次
大
戰
に
よ
っ
て
ソ
連
鐵
逍
の
發
展
は
一
時
せ
砠
さ
れ
た
。
大
戰 

に
よ
る
損
害
と
し
て
は
軌
逍
六
萬
五
千
キ
ロ

 

メ
ー
タ
ー
、鐵
橋
一
萬
三
千
、 

驛
四
千
百
、
機
關
祺
庫
三
一
七
、
修
理
工
場

 

一
ニ
九
'
そ
の
他
多
數
の
苹 

輛

•
機
關
車
が
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
被
害
は
も
ち
ろ
ん
輕
少
と
は
い
え
な 

い
。
し
か
し
一
九
四
五
年
末
に
軌
道
の
全
長
は
一
九
四
〇
ヸ
ま
よ
り
長
か 

っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
畏
さ
の
中
に
は
戰
時
中
作
ら
れ
た
新
軌
道
一 

'
馮
千
今
口 

メ
ー
タ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
を
別
と
し
て
も
.一
九 

四
五
年
末
.に
一
九
四
〇
年
末
よ
り
長
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
戰
で
損 

害
を
受
け
な
が
ら
も
直
ち
に
躍
事
的
要
求
の
た
め
に
新
軌
道
が
戰
線
の
背 

後
に
作
ら
.れ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
ゥ
ラ
ル•
中
央
ア
ジ
ア
•
西
シ
ベ
リ 

ア
のH

業
發
展
に
應
ず
る
軌
道
が
敷
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の 

で
あ
る
。

.

一
九
四
六
年
初
、
ソ
連
の
主
要
軌
道
延
長
は
一
一
萬
三
千
キ
ロ
に
及
ん 

だ
。
第
四
次
五
力
年
計
畫
と
し
て
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

'⑴

戰
災
地
の
鐵
道
網
を
復
興
寸
る
こ
と....

⑵

ゥ
ラ
ル
•

.

シ
ベ
リ
ア
地
方
新
工
業
地
の
輸
遂
量
を
增
加
す
る
こ
と 

⑶

.冬
季
運
轉
を
可
能
に
す
る
た
め
、
電
氣
.

デ
ィ
！
ゼ
ル
機
關
車
を 

..使
う

.

⑷

機
關
車
七
、
五
八
五
輛
、
そ
の
う
ち
電
氣
琪
五
五
五
輛
、
デ
ィ
ー 

_ 

:

ゼ
：ル
車
八
六
五
輛
 

.

'
⑶

貨
車
四
五
萬
.ニ
千
五
百
輛
客
車
六
千
輛

 

y

，

最
近
.の
ソ
連
鐵
道
の

'
現
狀
と
政
策
.
：

(6
1

新
線
建
設
七
、.ニ
三
0
キ
口
。
そ
の
ぅ
ち
三
、
五
五
〇
キ
ロ
は
シ 

ベ
リ
ア
地
方
に
敷
設
す
る
。
總
軌
道
全
長
は
一
一
一萬
三
千
一
一百
キ
ロ 

に
な
る
。

S

電
化
線
五
、
.三
ニ
五
キ
ロ 

.
⑶

複
線
一
萬
ニ
千
五
百
キ
ロ
を
復
舊
ま
た
は
新
設
す

る
。

⑶

レ
ー
ル
四
五

◦
萬
ト
ン
、
枕
木
一
億
八
千
五
百
^
ホ 

'

右
計
畫
の
成
果
に
つ
い
て
は
次
の
よ
ぅ
な
發
表
が
あ
'る
だ
け
で
あ
る
。

一
畫
夜
平
均
積
荷
量
は
計
嘗
目
標
を
三
ズ
超
過
し
、
こ
れ
は
四
〇
年
の 

1

ニ
ー 

多
で
あ
る
。

(

ー.九
四
0
年
は
九
萬
八
千
、

一
九
四
ニ
笫
に
四
萬 

三
千
、

一
九
四
九
年
に
一
〇
萬
五
千
、
か
く
て

一

九
五
〇
年
に一

I

萬
八 

千
.五
瓦
八
〇
と
な
る

)

ま
た
貨
車
一
日
平
均
走
破
距
離
は
四
〇
年
よ
り 

四

•,
六
^
增
加
。
.新
線
；は
北
部•

中
央
ア
ジ
ア
に
敷
設
さ
れ
、
電
化
さ
れ 

た
軌
道
の
大
部
分
は
大
都
市
と
そ
，の
郊
外
線
で
あ
つ
た
。

第
五
次
五
力
年
計
翬
で
は
次
の
こ
とが
目
論
ま
れ
てい
る
。
ま
ず̂
㈱

 

敷

設

と

し

て
_

.

.⑴.

.

ア
く
パ
カ
ン

〜

ア
タ
モ
‘リ
ゾ
ス
ク
間
。
こ
れ
.に
よ
つ
て
マ
グ
二
ト
ゴ 

ル
ス
ク〜

ア
ク
モ
リ
ゾ
ス
ク〜

パ
ブ
ロ
ダ
ル〜

グ
ル
ン
ダ〜

バ
ル
ナ 

ゥ
ル〜

ス
タ
I

リ
ン
ス
ク
が
結
び
つ-き
、'
 

第
二
'

V
、

ヘ
リ
ア
鐵
道
と
な 

る 
0..

⑵

チ
ャ
ル
ジ
ョ
ゥ

〜

ク
ゾ
グ

ラ
.
.

ド
間
0

こ
れ
は
.
ア
ム
'ダ
リ
ヤ
川
左 

、岸
に
沿
つ
て
カ
ラ
ダ
ム
砂
漠
と
カ
ザ
.

フ
ス
タ
ゾ

の
汕
田
お
..よ
び
カ
ス 

'

ピ
海
の
港
グ
リ
エ
フ
と
.
を
結
合
す
る
-°

r

⑶

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク〜

モ
ニ
セ
ィ
ス
ク
間
。
こ
れ
は
エ
三
セ
ィ
河 

•

'

:

八

五

(

六
-七」

)

驚

：I.
義

-
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:
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.
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0
六

號

八六

(

六

七

ニ

)
左
岸
に
沿
ぅ
。
:

[4
)

T
•
グ
ル
ィ
ズ
}
ブ
口
-一
 

ノ〜

ス
ル
グ
ー
ト
間
。
こ
.れ
は
北ウ
ラ
ル

.
，
か

らヴ
ォ
ル
ガ
ぬ
^

%
方
へ
の
通
路
と
な
り
石
^

發̂
に
役
立
つ
。
.

.(5
)
.グ
リ
，工
フ
.

〜

ア
ス
ト
'

ラ
ハ
シ
間
。
.

こ
れ
に
ょ
.
づ
，て
ウ
ラ
ル
力
ら
ザ 

カ
フ
.

力
I

ズ
地
方
べ
、
ま
た
ウ
ラ
ル
か
ら
ド
.ン
パ
ス
へ
の
通
路
と
な

る 

0
'
.
.
. 

' 

,

.

..
以
上
の
.ぅ
ち
⑴
のf 

す
な
わ
ち
ス
.タ
I
リ
ン
ス
ク〜

バ
ル
ナ
ウ 

.ル
間
が
一
九
五
三
年
三
月
一
日
に
開
通
。
⑵
の
チ
-ャ
ル
ジ
ョ
ウ
か
ら
タ
ヒ 

X 

•タ
シ
間
が一

九
五
一
一
年
三
月
に
開
通
。
そ
の
延
長
で
あ
る
.タ
ヒ
ア
• 

タ
シ
か
ら
ク

yグ
ラ
ー
P

間
が
'

一，九
五
三
年
三
月
に
完
成
し.た
。

か
く
て
鐵
道
の
軌
道
金
長
發
展
狀
況
は
次
の
通
り
、
.

i

i

麻
制
！̂

I
o
^
i
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r
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.
i
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0
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軌
道
の
電
化
1

は
次
の
通
り
„

.

8

0 5
8

8

4
煳〕

-f
r
d

v.

—̂
 
^

1945也

l
§
-i
i

l
迖
绍
啪 

(

囬
S
 

(

皿
鍊) 

1,700 

7
0
2
5 

2

00
0
2
5

I

yy

192
幕

1940 初
1945

书

 

3
.
_
啦

1.955^
(
g

魏)
(

g

s
 

s

o

o

2

S

8
bo
l
o
o
o 33,500 

5
3
01

0
0

重
量
軌
道(
バ
ラ
，ス
敷)

の
墙
加
は
次
の
通
り
。

极
線
の
發

は
次
の
通
りo

S

S

〕

1
9
4
0

-t 

42,440

00

1
9

5
1

*

1
2
S
2
2
.
4

ま
た
躍
輛
の
改
善
も
行
な
わ
れ
、
貨
堪
も
大
型
と
な
り
最
高
六
萬
キ
ロ 

を
锁
む
こ
と
が
で
き
る
。
機
關5l
i
は
電
氣
機
關
璀
が
增
加
し
、
現
在
、
牽 

5
力
三
^
五
千
キ
ロ
.
、

最

高

ス

.
ピ

ー

ド 

一
一
0
キ
口
時
の
2—

D—

D
丨 

2
號
、
牽
51
力
三
萬
キ
ロ
、
最
高
ス
ピ
ー
ド
ニ
六
〇
キ
ロ
時
€>
.
6丨
B
+

B—

B
號
が
建
造
中
で
あ
る
。
§
5 

. 

三貨物輸送

以
上
が
ソ
連
の
鐵
道
につ

い
て
の
大
略
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
點
は 

貨
物
の
輸
送
に
對
し
て
鐵
道
が
ど
れ
位
の
役
割
を
果
し
た
か
で
な
げ
れ
ば 

な
ら
な
い
。
以
下
こ
の
點
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

ま
ず
我
々
は
第
一
表
に
お
い
て
貨
物
輸
遂
量
を
揭
げ
た
が
、
更
に
諸
説 

と
比
較
し
た
も
の
は
第
六
表
であ
る
。

〔

鄉6
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-
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19 署
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囬
鍵)

5
0-̂
J
: P 

+
301〜

40
次

へ
若
干
、
數
字
に
ち
が
や
が
あ
る
が
、
し
か
し
全
體
と
し
て
の
發
展
の
傾
旬 

を
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
の
發
展
傾
向
を
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
は
生
產
高
の. 

發
展
と
比
較
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
比
較
は
決
し
て
嚴
密
な
も
の
で
は 

な
い
。
そ
れ
は
ソ
連
の
公
表
數
字
が
明
確
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
S
S 

. 

第
七
表
で
示
さ
れ
て
い.る
よ
う
に
、
ソ
通
の
生
產
が
ど
の
よ
う
な
テ
ム

最
近
の
ソ
連
鐵
道
の
現
狀
と
政
策

ボ
で
成
長
し
た
か
と
い
ぅ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
資
料
に
よ
つ
て
計
算 

す
る
か
に
.よ
■っ
て
か
な
り
ち
が.■っ

-T
く
？)
-
タ
.例
え
ば
ジ
ャスニ
 

I
の
純
國 

良
生
產
物
の
成
長
率
は.一
九
一H

ハ〜

七

年
S
賛1

價
格
で
計
箅
し
た
も 

の
で
あ
り
、
グ
ロ
ス-マ
ン
の
純
國
民
生
產
物
の
敗
長
率
は
、
ゥ

h

ィ
ト
に 

期
初
價
格
と
期
末
價
格
と
を
用
い
た
、
一
一
數
の
乎
均
に

よ

っ
た
も
の
で

八
七
匸
ハ
セ

5
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s
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イ

乂
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离
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0 
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规
.

1
9
200〜

37 

初

15.5

/■ A 、
po po 

000

t
oo
.
o 

6.5 〜

7
0

9.0

12.4

15.71
0
0

i

〜

衰

13.0

00 to M  00
O  CO o  ox

i

〜

看

1
4
7

15.1

6.5
〜

7
0

12.2  
K

o

17.0

10.7

あ
る
。
ホ
ッ
デ
マ
ン
の
大
規
模
工
業
の
粗

H

業
生
產
物
の
成
長
率
は
一
九 

三
四
年
の
附
加
價
値
を
基
軸
と
し
て
一
九
二
八

〜

一一
一
セ
年
間
を
員
出
し
た 

も
の
で
あ
る
。
次
の
ホ
ッ
ジ
マ
ン
と
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
の
計
算
は
限
ら
れ
た 

財
の
成
長
率
で
あ
る
か
ら
全
體
の
工
業
的
發
展
を
示
す
數
字
で
は
な
い
。 

以
上
の
ょ
ぅ
に
極
々
な
數
字
が
算
出
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
を 

指
標
と
し
て
生
產
テ
シ
ポ
と
輸
送
，テ
ム
ポ
の
發
展
と
の
關
係
を
ブ
ラ
ッ
ク 

マ
ン
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

.
ま
ず
貨
物
取
引
高
の
成
提
率
と
純
國
民
生
產
物
の
成
長
璀
と
を
比
較
す

る

と

、

ジ

ャ

ス

夂
I

の
計
算
で
も
グ
ロ
ス
マ.ゾ
の
計
算
で
も
、
成
長
荦
テ 

ム
ポ
は
貨
物
取
引
高
の
方
が
明
ら
か
に
大
き
い
。
ま
た
粗

H

.
農
業
產
出 

高
と
較
べ
て
も
貨
物
取
引
高
の
方
が
大
き
.
い
。
し
か
し
純
國
民
生
產
物
の 

場
合
よ
り
も
粗
ェ
業
產
出
高
の
場
合
の
方
が
、
貸
®

遂
の
擴
大
と
生
產

物
擴
大
と
の
間
の
差
が
少
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
貨
物
輸
送
と
エ
®

出 

高
と
は
殆
ど
同
じ
テ
ム
ポ
で
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

. 

し
基
礎
財
產
出
高
の•計

算(

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
の)

で
は
貨
物
輸
送
の
成
長 

率
の
方
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

.か
く
て
貨
1

送
と
產
出
高
と
の
關
係
を
示
す
第
七
表
か
ら
結
論
的
に 

沄
え
る
こ
と
は
貨
物
瑜
送
の
成
長
テ
ム
ポ
は
概
し
て
生
產
高
の
成
長
テ
ム 

ポ
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
し
か
し

H

業
生
產
高
の
成
.長
テ
ム
ポ
と 

貨
物
輸
送
の
成
長
テ

.

ム
ポ
と
は
大
略
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
。

.
次
に
こ
の
よ
う
に
し
て
增
大
し
て
く
る
貨
物
最
に
よ
っ
て
、
各
種
輸
遂 

手
段
の
平
均
輸
送
距
離
が
ど
う
な
っ
た
か
を
見
て
み
よ
う
’(

第
八
表)
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こ
の
表
は
鐵
道
貨
物
の
累
加
的
增
大
に
っ

れ

.て
、
平
均
轍
遂
靼
離
の
增 

大
傾
向
を
眾
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
.鐵
逍
貨
物
の
平
均
輸
送
距
離
の
增 

大
傾
向
は
、
貨
物
量
の
增
大
に
よ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
ぅ
が
、
 

し
か
し
な
お
輸
遂
跑
離
そ
の
も
の
が
增
大
し
た
と
い
ぅ

こ

と

が
考

え

ら

れ
 

る
。
こ
のこ
と

を

知
る

た

め

に

は
鐵
M
の
貨
物
量
が
全
货
物
量
に
比
し
て 

減
退
し
て
い
る
に
反
し
、
鐵
逍
の
卜
シI-
キ
ロ 

メ
ー
タ
ー
は
却
て
增
加
し

'〔

骑
<£
>
煳〕

て

い

る

と

い

ぅ

こ

と

が

判

れ

ば

ょ

い

。

第

九

表

の

⑷

は

鐵

道

貨

物

最

の

金
 

貨

物

量

に

對

す

る

，％

が

減

退

し

て

い

る

こ

と

を

示

し

、

[B
1
は

鐵

道

貨

物

輸
 

送

卜

ゾ

j
キ

ロ

メ
 

I

タ

ー

の

^'
が

全

體

に

比

し

て

增

加

し

て

い

る

こ

と

を
 

示

し

て

い

る

。.つ
ま

り

鐵

道

の

パ

ー

セ

ン

ト

は

一

九

二

八

年

の

八

一

.
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田
學
會
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四
十
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卷
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六
號

.
が
く
て
.鐵
道
貨
篇
送
距
離
そ
の
も
の
の
增
大
傾
向
が
認
..め
ら
れ
る
。 

然
し
ご
れ
ば
數
の
峩
で

は

な

い

の
で
ど
れ
位
轍
遂
距
離
の
增
大
が
ト 

ン-：-

キ
ロ 

メ ~
タ
_.丨
の
增
加
.に
影
響
を
も
ち
'
ま
た
ど
れ
位
.
の
貨

^

^

送 

操
の
樹
大
が
ト
ゾ1
キ
ロ 

.メ
：丨
タ
ー
を
增
加
さ
せ
た
か
不.财
で
あ
る
。
今
■
 

こ
れ
を
概
算
し
て
み
よ
ぅ
。
こ
の
た
め
に
は
、
货
物
量
を
固
定
し
て
お
い 

て
轍
送
距
離
が
增
大
し
た
時
の
ト
ゾ
丨
キ
ロ

 
メ
丨
タ
ー
と
、
■
遂
距
離
を 

固
定
し
て
お
い
て
貨
物
最
が
增
大
し
時
の
ト
ン
丨
キ
.ロ
メ

 

I
タ
ー
と
を
比 

較
し
て
み
れ
ば
よ
い
。
例
え
ば
一
九
ニ
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
の
間
の
增 

犬
に
•つ
い
.て
み
る
と
第
一
〇
表
の
よ
ぅ
に
な
る0 

.

.

•

;

〔
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こ
の
表
か
ら
貨
物
貴
が
增
加
せ
ず
に
輸
送
距
離
が
增
加
し
た
場
合
の
ト 

ゾ—

キ
口
を
求
め
る
と
、~r

V

發
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l-H
-
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こ
れ
を
一
九
二
八
年
の
億
卜
ン
ー
キ
口
と
較
べ
る
と
約
ニ
ニ
〇
億
ト
ゾ
丨 

■キ
ロ
の
M

加
と
な
る
。
次
に
輸
送
距
離
が
增
加
せ
ず
に
貨
物
最
が
增
加
し 

た
場
合
の
ト
ン1
キ
ロ
を
求
め
る
と

(

六
七
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こ
れ
を一

九一

A
年
の
億
ト
ゾー

キ
ロ
と
較
べ
る
と
約
三
、
九
三
〇
億
卜 

ン
丨
キ
口

の
增
加
と

な

る

。
，
こ

の

ニ

つ

の

結

果

^

^

一
一

 

一
一
 

0

億
ト
ゾ
丨
キ 

ロ
と
三
、
九
三
〇
億
ト
ゾ
ー
キ
ロ

一

は
そ
れ
ぞ
れ
、
轍
送
距
離
の
み
が 

增
加
し
た
場
合
と
貨
物
暈
の
み
が
增
加
し
た
場
合
と
の
總
貨
物
取
引
高
の 

增
加
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
？
だ
が
實
際
の
一
九
五
◦
年
總
貨
物
取
列
高 

o
增
加
は
、.輸
遠
距
離
と
貨
物
量
と
の
兩
者
の
增
加
の
た
め
で
あ
り
、
前 

述
の
計
算
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
約
五•一一̂

が
轍
遂
距
離
咐
加
の
た
め 

で
、
殘
り
九
四•

七̂

は
貨
物
量
增
加の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
^
と
に 

な

る

.

货
物
置
の
增
加
に
よ
っ
て
總
貨
物
取
引
高
の
ト
ン
丨
キ
口
が
增
大
す
る 

こ
と
は
よ
い
が(

後
述)

、
貨
物
轍
遂
距
離
が
增
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
個 

々
財
の
轍
送
率
を
低
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
鐵
道
の
貨
物
平
均
輸
送
距
離 

の
以
上
の
よ
う
な
上
昇
は
、
從
來
水
上
に
よ
っ
て
運
ん
で
い
た
長
距
離
輸 

遂
の
貨
物
が
、
鐵
道
に
ま
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
方
鐵 

道
の
短
距
離
轍
遂
の
貨
物
は
、
新
し
く
瘰
頭
し
た
自
動
茁
に
ま
わ
さ
れ
た 

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
鐵
道
の
平
均
輸
遂
距
離
が
增
大
し
て
い
る 

と
い
う
こ
と
を
、
更
に
知
る
た
め
に
は
鐵
道
に
よ
る
個
々
財
の
轍
逡
距
離 

頭
を
見
る
と
よ
い.
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こ
の
ょ
う
に
一
九
四
五
年
迄
は
輸
遂
距
離
が
增
加
1^
て
い
る
。
従
て
こ.
 

の
年
迄
の
年

m々
貨
㈱
取
m
高
の
增
加
は
實
の
趴
、
^
豸
距
離
の
增
加
が 

な
か
つ
た
ら
も
う
少
し
少
な
い
箦
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

■
右

炭
. 

鑛
石
'.
.
-
金
颶
の
轍
送
距
離
が
こ
の
ょ
う
に
增
加
し
た
こ
と
の
最
大
の
原
因 

は
、_,/王
要
消
費
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
方
に
第1一
の
冶
金
エ
業
地
が
で
ぎ 

.た
と
い
う
こ
と.で
.あ
る
。
こ

の
.工
業
地
の
東
方
移
動
が
農
業
の
ト
ラ
..ク
タ 

丨
化
と
苗
動
唓
の
增
大
に
つ
れ
て
茹
油
轍̂距
離
の
增
大
を
促
が
し
た
？ 

ま
た
木
財
の
場
合
に
は
、
ド
ン
バ
ス
や
カ
ザ
ク
ス
タ
ン
の
ょ
う
な
森
林
地 

の
急
速
な
工
業
化®

林
の
開
拓
が
ボ
ル
ガ
や
ド-
ヱ
ブ
ル
の
加
く
矹̂
 

诃
能
な
河
川
の.根
據
地
の
近
く
に.な
さ
れ
た
’た
め
、
森
林
が
河
川
か
ら
離 

れ
、
賢
質
的
に
轍
遂
の.距
離
令
長
く
し
て
し
：ま
つ
た。
：

-

.'
:
'
■
: 

以
上
の
あ
う
な
特
殊
事
情
の.他
に
、
政
府
办
ア
ク
タ
ル
キ
ー
政
策
に
よ

つ
て
も
貨
物
平
均
輸
送
距
離
が
長
く
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
革 

命
前
は
石
炭
の
殆
ど
を
轍
入
し
て
い
た
レ
ニ
ゾ
グ
ラ
ー
ド
地
域
も
、
五
力 

年
計
畫
期
に
は
、

一
、
六
，〇
〇
か
ら
ニ
、
七
〇
〇
キ
ロ

 

メ

ー

タ

ー

の

輸

送 

を
し
て
.國
內
石
炭
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
ま
た
穀
物
も
一
九
一
三 

年
以
前
に
.は
滿
洲
か
ら
轍
入
し
て
い
た
が
、
今
で
は
■五
、
.〇
〇
〇
キ
ロ
 

メ 

丨
ター

の
距
離
を
''<
、へ
リ
ア
經
^

で
運
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
田
の 

他
に
な
お
交
叉
輸
送
の
增
大
が
輸
绘
距
離
を
增
加
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ 

る
。
づ
.ま
り
ソ
連
のH

業
化
に
伴
な
つ
.て
し
ば
し
ば
工
場
に
近
い
地
方
で 

は
產
出
し
な
.い
ー
品
質
の
石
炭
を
要
求
す
る>-
い
う
よ
う
な
こと

が
起
つ 

た
.0:
ま
た
同
じ
よ
う
な
現
象
が
特
殊
目
的
に
使
う
金
屬
や
機
诚
を
多
く
使 

うH

場
に
起
り
、.こ
の
こ
と
か
ら
も
平
均
轍
遂
距
離
が
增
加
す
る
よ
う
.な 

重
複
し
た
輸
送
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ン
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貨
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取

引

高.

(

ト

ン—

キ

ロ

-w
增

划

を

も

た

ら

すil
因

の

--
'o'
は

と
 

の

よ

う

な

輸

達

跑

離

增

加
.で
あ

る

が

、

そ

の

他

の

も

う
一
つ

の

原

因

で

あ
 

る

貨

物

量

の

增

加

に

つ

い

て

考

え

よ

う

。

前

に

計

算

し

た

よ

う

に

總

貨

物
 

取

引

高

墙

加

の

九

四•七
※

は

こ

の

貨

物

量

の

增

加

に

よ

.
る

も

の

で

あ

 

る

。

旣

に

見

た

よ

う

に

貨

物

量

の

增

加

は

、

生

產

量

の

增

加

と

ほ

ぽ

步

を

. 

一
に

し

、

む

し
6
若

干

凌

駕

さ

ぇ

し

て

ぃ

る

。

こ

の

よ

う

な

貨

物

®

の

增

九
ニ 

•(

六
七
八)

こ
の
ょ
ぅ
に
し
て
農
業
と

H

業
と
の
間
の
货
物
の
交
換
量
は
增
大
し
た
。 

ま
た
こ
の
こ
と
は
他
の
財
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
帝
政
口
シ
ア
で
は 

總
石
油
產
出
高
の
ニ
七
^
が
石
汕
產
業
自
身
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
が 

最
近
で
は
五
涔
が
自
身
の■た
め
.に
使
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
石
炭
業
に
お 

'い
て
も
同
樣
で
、
能
率
的
な
機
械
を
使
用
し
た
結
果
、
ド
ン
パ
ス
で
採
掘 

さ
れ
た
汩
炭の
ぅ

ち

輸
遂
さ
れ
た
も
の
は
、

一
九一
三
年
に
七
五•

五
>
ぺ
 

で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
九
四
〇
年
に
は
八
七
•
六
^
に
な
っ
た
。
木
材
も 

同
機
で
あ
る
。
こ
う
い
、

O

よ
う
な
產
出
高
に
對
し
て
輸
送
さ
れ
る
率
の
增 

加
は
第
一
ニ
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

犬
は
主
と
し
て
農
業
と
工
業
と
の
間
の
市
場
關
係
の
領
域
が
擴
大
し
た
結 

果
で
あ
る
。
軍
命
前
に
穀
鐘
產
出
高'の
約
ニ
六
^
が
市
場
に
出
さ
れ
た 

が
、
農
業
集
團
化
が
行
な
わ
れ
た
一
九
三
八
年
に
は
四
〇
％
に
な
つ
た

。.

更
に
集
團
化
農
榮
は
個
人
的
農
業
ょ
り
も
多
く
の

H

業
品
を
要
求
す
る
。

〔

挪1
2

 
辨
 

陬

茌

酙(

ブ
乂)

0
5 

が
靈
淑
炚 

(

ブ
乂)

0
、/0
1
-
b
K
-r

こ

の

第

ニ

1表
か

ら

、

汩

炭
.
汩

汕

.銷

鐵

.木

材

*
セ

メ

ン

ト

な

ど

だ

穀

物

だ

け

は

、

こ

の

表

で

は

大

略

三

分

の

.一
し

か

輸

送

さ

れ

.
て

い

な
 

は

、

總

產

出

高

の

四

分

の

三

が

輸

送

さ

れ

て

.い
る

こ

と

が

判

明

す

る

。

た

 

い

。

■
し

か

し

こ

れ

は

、

ー

九

ー

ー

三

年

以

後

統

計

上

の

形

式

が

ち

が

っ

た

た

め
で
、
以
前
と
同
じ
方
法
で
計
算
す
れ
ば
、

一
九
四
〇
年
に
明
か
に
五
〇 

%
以
上
に
な
る
箬
で
あ
る
。
以
上
六
個
の
財
の
轍
送
率
の
傾
向
は
代
表
的 

な
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
財
も
殆
ど
み
な
こ
の
率
と
.同

じ

上

^

傾

向

を

示 

し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
以
後
大
戰
中
、
こ
の
六
財
は
い
ず
れ
も 

全
貨
物
輸
送
の
五
分
，の
三
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
、
輸
送
さ
れ
た
。
こ
の 

こ
と
は
勿
論
大
戰
中
の
特
殊
事
情
の
た
め
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
上 

昇
傾
向
は
i

も
か
な
り
作
用
し
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
に
鐵
道
と
河
川 

と
に
ょ
っ
て
、
六
財
の
轍
送
さ
れ
た
量
は
總
貨
物
取
引
高
の
六
三
^
以
上 

に
な
つ
て
い
る
。
ま
た
海
上
輸
送
も
、
正
確
な
デ
ー
，タ
は
な
い
が
、

一
九 

H
七
年
に
汩
汕
の
内
海
輸
遂
が
ー
四
ニ
億
ト

ン—

キ

ロ 
メ

ー

タ

ー

だ
っ
た 

こ
と
か
ら
算
出
す
る
と
、
六
三•
九
^
が
轍
遂
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
や 

は
り
貨
物
量
の
上
昇
傾
向
に
ブ
ラ
ス
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

輸

送

政

策

ソ
ヴ
工
ト
の
_
皿
_

双
罾
の
最
高
の
目
標
は
、
轍
送
能
力
の
向
上
と 

い
5

■こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
第
一
八
回
黨
大
會
で
と
ら
れ
た
中
心
的 

な
課
題
は
次
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

⑴

設
備
の
完
金
利
用
。

 

,

⑵

資材の節約

。
.

■

:'

(3
)

遠
距
離
轍
遂
の
短
縮
化
。

こ
の
：こ
と
の
達
成
を
妨
げ
る
重
大
な
問
題
は
交
叉
轍
送
が
あ
る
と
い
ぅ

. 

こ
と
で
あ
っ
た
。.こ
の
交
叉
轍
送
の
原
因
と
し
て
は
、
前
述
し
た
ょ
ぅ
な 

H

業
化
の
進
風
に
伴
な
っ
た
こ
と
の
他
に
へ
計
靈
上
の
失
敗
に
ょ
る
こ
と
，

:
.最
近
.の
ソ
連
鐵
.道
の
現
狀
と
政
策.
'

,

.

も
多
か
っ
た
。
ま
た
遠
距
離
輸
送
の
短
縮
に
.っ
い
て
と
ら
れ
た
手
段
は、

■ 

①
鐵
道
貨
物
の
一
部
を
河
川
輸
送
に.よ
っ
て
行
な
う
こ
と
、

®
H

場
を
原 

料•

消
貨
地
の
近
く
に
配
置
す
る
こ
と
、
©
各
地
域
毎
に
相
互
に
必
要
な 

各
種
生
產
を
行
な
う
こ
と
、®
全
地
域
に
固
有
の
燃
料
基
地
•.建
設
資
材 

工
業
•
廣
巩
な
消
費
物
資.の
生
產
を
發
展
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ

の
©

③

④

は

輸
送
距
離
が
^
か

く

て

す

む

よ

う

な工
場
配
置
を
計
畫
す 

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

は

い

わ

ゆ

る

ブ
口

ッ
ク
原
理
に基
づ

く

も
 

の

で

あ

り

、
將
來
、
期
待
さ
れ
た
よ
う
に
輸
送
距
離
を
減
じ
輸
遂
能
率
を 

高
め
得
た
と

し

て

も

、
地
域
特
殊
化

の

分
業
經
濟
を
損
な
う
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.第
一
九
囘
黨
大
會
に
は
な
お 

次
の
よ
う
な
缺
點
が
指
摘
さ
れ
た
。

「

多
く
の
鐵
道
.
汽
船
經
營•

自
動 

車
經
營
は
、
定
め
ら
れ
た
貨
物
の
積
込
や
輸
遂
の
.計
畫
を
罾
ff
し
て
い
な 

い
。
荷
役
の
關
係
で
审
輛
や
船
が
む
だ
に
遊
'ん
で
い
る
期
間
が
長
い
。
ま 

た
い
ま
だ
に
不
合
理
なと
ほ

う

も
な
く

長
距
離
の
鐵
道
貨
物
輸
遂
が
な
く 

な
っ
て
い
な
い
。

」

そ
の
他「

燃
料
の
っ
か
い
す
ぎ
、
無
能
な
經
營
に
よ
る 

損
失
な
ど
の
結
果
多
く
の
鐵
道•
船
舶
經
營
.
苗
動
取
經
營
は
資
金
を
も 

の
す
ご
く
つ
か
い
す
ぎ
缺
損
を
出
し

V

い
る
。_取
楠
•船

舶
•
ト
ラ
ッ
ク
. 

を
ぞ
ん
ざ
い
に
あ
つ
か
つ
て
い
る
ば
あ
い
が
ま
.だ
た

く

さ

ん

あ

り

」

、

ト
ラ 

ッ
.
'ク
が
空
で
走
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
た
め
第一九

！
：

黨
大
會
で
は
、
數
々
の
對
策
が
立
て
ら
れ
た
。
例 

え
ば
操
車
率
を
高
め
る
た
め
に
電
化
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
、
各
種
の
技
術
的 

改

善(

複
線
擴
大
、
構
內
線
擴
大
、
重
軌
化
、
b
丨
ル
べ
ァ
リ
ソ
グ
裝
備
、
 

荷
物
積
御
作
業•

保
線
•
操
車
の
機
械
化
、
自
動
閉
塞
裝
置
區
間
の
擴
大
、

九
三
.
.(

六
七
九)



1

二
田
舉
#
雑
誌
第
四
十
七
卷
第
六
號

自
動
停
止
裝
跺
區
間
の
擴
大
、
電
動
轉
轍
器
の
增
加

)

、
計
蠻
罾
お
の
た
め 

'に
單
獨
寶
任
制.の
强
化
、
收
益
性
向
上
の
た
め
に
ホ
ズ
ラ
ス
.チ
ョ
ー
卜
の 

龊
化
な
ど
であ
る

。

し
か
し
何
ょ
り
も注
目

す

ベ

き

は

、第
：

I

八
囘
黨
大
. 

會
以
來
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い

「

遠
距
離
鐵
道
輸
遂
の
.全
面
的
短 

縮
、
交
叉
轍
送
と
非
合
理
轍
遂
の
淸
箅
、
お
よ
び
國
內
貨
物
流
通
に
お
け 

る

水
運
.
自
動取

運
輸
の
比
重
の
增
大

」

'と
い
ぅ
課
題
であ
る

。

.戰
後
、
各
鐵
道
局
お
よ
び
貨t

送
諸
企
業
の
計
靈
機
關
に
國
家
的
規 

律
.の
强
化
が
な
さ
れ
る
一
方
、
汩
炭

•

コ
ー
ク
ス
•
石
油
製
品
•
木
材• 

泥
炭
•
薪
.• 
i

.小
黎
粉
• 

㈣
な
ど
.のノ 

I

マ
ル
な
貨
物
流
通 

の
方
向
が
ぎ
，め
ら
れ
實
施
さ
れ
、
ま
た
非
合
理
な
遠
距
離
轍
達
貨
物
、
ま 

た
は
河
川
を
利
用
で
き
る
場
合
の
鐵
道
輸
送
貨
物
に
勤
し
て
高
い
鐵
道
賃 

t

を
課
し
て
'き
た
。
.こ
の
運
賃
率
は
一
九
五
〇
年
以
來
ー
九
五
•一
一
年
前
半 

迄
に
三
岡
引
下
げ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
.遠
距
離
高
賃
率
の
原
則
は
變 

M
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
四
九
年
改
正
の
運
賃

i
v

に
よ
る 

と
、
近
距
離(

五
0
〇
キ
ロ
以
內)

は
比
較
的
に
低
く
、
遠
距
灕
ハ
チ
キ 

ロ
以
上
.

)

か
ら
急
增
す
る
。
そ
れ
は
近
跑
離
輸
送
.を
自
動
車
輸
送
に
ま
わ 

し
、'.

遠
距
離
轍
遂
を
避
け
て
操
难_
を
高
め
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る.° 

改
IE
前

、

石

炭

，
一

ト

ン

を

--
〇

〇
キ
ロ
運
ぶ
場
合
と
一
、
五
〇
〇
キ
ロ
運 

ぶ
場
合
と
の
差
は
ニ◦
ル
ー
ブ
ル
六
四
力
べ
ク
で
あ
っ
た
め
が
、
改
正
後 

は
約
二
倍
の
三
八
ルI
ブ
ル
四
四
力
べ
ク
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
ぅ
に 

し
て
遠
距
離
轍
送
の
短
縮
政
策
が
實
施
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
つ

た

が

、

な
 

お
解
決
に
達
し
て
い
な
い。
',

.
ま
た
、
こ
の
遠
距
離
輸
送•.
交
叉
轍
送
は
、
輸
送
計
畫
に
.缺
陷
が
あ
る

九

四

(

六
/1
〇)

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
發
送
者
が
蔚
驛
を
變
迢
す
る
場
合
の
よ
う 

な
輸
送
計
誓
の
不i
fT

や
、
容
積
の
大
き
い員
㈱

の
輸
送
に
水
運
を
充
分 

に
利
用
し
て
い
な
いこ
と
な
ど
に
も
原
因
が
あ
り
、
こ
れ
は
當
然
鐵
道
局 

長
.の
.權
限
と
責
任
を
强
化
す
る
方
向
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

そ
れ
で
.は
遠
距
離
輸
送
は
將
來
短
縮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
課
題
.を
達
成
で
き
る
政
策
と
し
.て
最
大
の
期
待
を
擔
っ
て
い
る
の 

は
、
.ブ
ロ
ッ
ク
化
で
あ
る
。
そ
し
て
戰
後
、
鐵

g

貨
物
の
轍
送
距
離
が
短 

縮
さ
れ
た
の
はこ
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
結
果
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て 

い
る
。
し
か
し
事
實
は.、
大
戰
ホ
、
西
部H

業
地
帶
が
破
壊
さ
れ
た
た
め 

東
部
新
工
業
地
帶
が
中
心
とな
っ
て
、
輸
，送

距

離

を

長

く

し

て
い
た
の
が 

戰
後
、
.西
部
地
帶
の
囘
復
によ
っ
て
短
縮
が
な
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ 

っ
て
、
新
し
い
建
設
傾
向
と
し
て
は
む
し
ろ
前
述
し
て
.い
る
よ
う
に
輸
送 

距
離
は
長
く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る。

.

そ
の
理
由
は
第
一
に
、
ソ
連
.は
ア
メ
リ
ヵ
と
違
つ
て
未
開
發
の
豐
か
な 

資
源
を
も
ち
、
.こ
れ
ら
資
源
は
極
め
て
廣
範
に
散
在
し
て
い
る
。
工
業
化 

の
發
展
が
こ
れ
ら
資
源
の
開
發
、
利
用
を
意
味
す
る
時
、
さ
ら
に
輸
送
距 

離
を
長
く
す
る
要
因•に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
ニ
に
短
距
離
轍
送
を
|
0
1動
艰 

に
ま
わ
す
と
い
う
こ
と
は
、
鐵
道
轍
送
距
離
を
短
縮
す
る
要
因
と
は
な
ら
. 

な
い
。
第
三
に
將
來
、
輸
送
の
合
理
化
と
近
い
資
源
の
利
用
を
增
加
す
る 

と
い
う
政
策
は
、
鐵
道
輸
送
距
離
を
短
縮
す
る
要
因
と
な
る
か
も
し
れ
な 

い
。
し
か
し
こ
れ
は
第
一
八
囘
黨
大
會
以
來
の
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
容 

易
な
こ
.と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
第
西
の
ナ
き
い
貨
物
の
長
距
離 

輸
送
を
水
運
に
ま
わ
す
とい
う
政
策
は
、
確
か

に
鐵
道
輸
遂
距
離
の
短
縮

に
役
立
つ
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
增
大
す
る
貨
物
量
を
考
慮
す 

る
時
、
鐵
道
輸
送
量
の
長
く
な
る.の
を
防
ぐ
力
し
か
な•い
の
で
は
な
い

.. 

か
。(

訪
五)

結
^

貨
物
量
が
增
大
し
て
い
く
限
り
、
鐵
道
輸
送
距
離
が
短
縮
す
る
. 

と
い
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

だ
が
貨
物
量
が
エ
業
化
と
共
に
減
ず
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
も
あ
る
。 

た
し
か
に
工
業
化
の
進
展
は
、
複
雜
な
生
罾
6
程

を

必

要

と

し

の

如 

き
坐
產
物
が
增
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
明
か
に
、

.生
產
物
單
位
當
り. 

の
價
値
を
增
大
さ
せ
、
實
物
生
産
高
の
成
長
率
を
ト
ゾ
で
測
定
す
る
場
合 

と
、

ル
ー
ブ
ル
で
測
定
す
る
場
合
と
の
差
を
增
大
さ
せ
る
。
そ
こ
で

も
し 

總
貨
物
取
引
高(

ト
ン—

'.千
ロ)

が
實
物
生
產
高(

ル
ー
ブ
ル)

の
成
長
'
.
. 

率
と
同
じ
成
長
率
で
增
大
し
よ
う
とす
る
な
ら
、
總
貨
物
取
引
高
は
實
物 

生
產
高(

ト
ン)

よ
り
も
早
い
ぺ
ー
ス
で
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
だ
い
こ
. 

と
に
な
る
。
こ
う
い
う
こ
：と
は
ま
ず
.あ
り
得
な
•

い
。

.

.

.

'

こ
の
他
、'
近
傍
め
石
炭
を
利
用
す
る
こ
と
や
、
.
水
力
電
氣
の
使
用.な

ど
.

の
技
術
的
發
展
が
、.貨
物
量
の
.低
下
に
役
立
つ
要
因
と
な
る
。
こ
れ
は
た 

し
か
に
有
力
な
要
因.で
あ
る
け
れ
.ど
も
、
現
在
迄
のrr
、

こ
の
技
術
的
發 

.

展
の
結
果
は
旣
に
ー
九
一.一
一
七
年
塡
迄
.

に
現
わ
れ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
新
し
_

'い
技
術
的
進
涉
の
な
い
限
り
、
貨
物
量
の
低
下
に
役
立
た
な
く
な
つ
て
い 

な
，■ 

:
 

,

投
資
に
つ
い
て
みる
と

、

i

s
第
五
次
訳
畫
で
は
連
轍
通
信
へ
の

_ 

投
資
を
第
四
次
計
翳
よ
り
六
三̂
增

加

す

る

と

い

う

。

こ

れ

は

.
一
九
ニ
八 

〜

S

ニ

年

の

.

五
五
億
五
千
萬.ル
.丨
ブ
ル
,

(

金
投
資
：の一;

西

，
四
^)

一
 

九

''

最
近
の
ソ
連
鐵
道
の
現
狀
と
政
策

三
三〜

三
七
年
のV

六
一
億
ニ
千
三
百
萬
ル
ー
ブ
ル

(

全
投
資
の 

一

二
 

• 

九
^)

一
九
四
六〜

五
0
年
の
四
〇
：
一
億
ル
ー
ブ
ル

(

全
投
資
の
一
六 

%)

に
對
し
.て
六
五
兰
億
六
千
三
百
萬
ル
ー
ブ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
る
け 

れ
ど
も
、
全
投
資
中
に
占
め
る
比
重
に
大
き
な
變
化
は
な
い
。

以
上
の
考
察
に
ょ
っ
て
ソ
連
の
運
輸
が
大
體
順
調
に
發
展
し
て
い
な
が 

ら
、
，そ
の
.中
に
な
お
將
來
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
を
藏
し
て
い
る 

こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
思
う
。
.そ
し
て
こ
の
鐵
道
と
い.う
一
部
門
に
. 

藏
さ
れ
る
問
題
は
、「

ソ
連
經
濟
計
畫
の
能
率

」

と
い
う
問
題
の
縮
圖
と 

し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

驻 

j 

)

 

H
.

 

S
c
h
w
a
r
t
z
:

 

R
a
s
s
i
a
w

s

o
<5
i

e
c+E

c
o
n
o
m
y
,

.
.
1
9
5

,°. 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,
,

 

p

co
cc
.

2

.(B
)

は
ブ
ラ
.

ッ
.ク
マ
ン
の
計
算

(

註一

一

)

戰
颠
の
發
達
^
っ
い

て

は

前
記
+
H 

•
シ

ュ
バ
ルッ
の

著
書 

の

他
:■

w
a
l
z
a
k
.
'
:
.

K-c
o
n
o
m
i
c
Q
o
o
g
r
a
p
h
y

 

o
f 

t
h
e
.

 

U
S
S
R
,

 

1
9
4
5
.

：

最
龙
の
發
達
に
っ
い
て
は

5
,

 

j
sn>
£

e

B

:
 

J
D
C
W
O
T
O
M
s
e

too
n
p
o
c
b
r

 

p

co
3

B

H

T

S

»

>

K
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)
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l
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w

o)=
)

o

p
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K

W

O
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o 

T
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中 K
c
n
o
p
T
a

d

G

o

p

.

>

cnO
J
I
b
m
e
B
H
K
<

 

K
o
.
1
5
,

 

A
B
r
y
c
x
,

 

1
9
5
2

.

と
く
に
數
字
上
の
發
達
に
っ
い
て
は

.

p.CJ
Ofu
r

v

m

H

So'
w:

〇
c
w

0
w
w
b
l

n>
g

o
a
p
o
c
tr
I p

a
s

coH
T
S
a

 

I
p
a
H
c
n
o
p
T
a
s
o
B
a
s
f
f
B

 

f

s

T

Os?n
a
T
H
J
l
e
H
K
e
,

 

v
n
J
I
a
H
O
B
O
e

 

X
0
3
»
&
C
T
B
0
<

 

H
o
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6
,

 

p.

■

ン 

九
五 

' (

六
八
.i )



'.
:
■
コI.

田
學
會
雜
誌
：第
四
十
七
卷
：
_
第
六
號
、

.

.
槪
況
に
っ
い
て
は
.•

M
.

 

M
.

OT
w
p
a
H
c
k
H
ae
..
tuK

O
H
O
M
H
q
c
o
K
H
H

 

r
c
o
r
p

fue
H
H

 

C
C
C
P
,

 

1
9

5
3

H

'

以
上
の
他
マ
レ
ン
コ
フ
報
告
、
年
次
公
表
な
ど
を
利
用
し
た
。

(

詫
三)

Hile w
o
r
l
d

orrailway 1952—
53 

■

(

独
四)

こ

の

部

分

は

主

と

し

て
:

.. 

.

J. 

EL

 

‘

B
l
a
c
k
m
a
n

 : 

T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
t
i
o
n

 

>A.Bergson,ed.

:
s
o
v
i
e
t
.
M
c
o
n
o
m
i
c
'
G
r
o
w
t
h
,

 
1953. 

C

 
を
紹
介

•
解
說
し
.

た
も
の
で
あ
.る
尸

S
.五)

鐡
遒
の
货
物
增
加
串
は
第
四
次
實
續
で
は
四
四
•，六
^
で
ぁ
い 

る
の
に
第
五
次21

標
は
三
五〜

四
〇
％
と
蒞
干
低
め
ら
れ
、
河
川
は 

四
次
實
毅
ニ
六
^
に
對
し
、
七
五〜

八
〇
％
の
%
加
を
第
五
次
の
目 

標
と
し
て
お
リ
、
自
動
1{
1

は
第
四
次
實
緻
增
加
傘
.マ
三
〇
％
に
對
し 

，
第
五
次21

標
で
は
八
0〜

八
五
^
增
加
豫
定
と
な
っ
て
い
る
。
.こ
れ 

は
第
五
次
の
政
策
m
標
が
、
河
川
に
重
點
を
お
き
、

鐵
道
の
貨
物
を 

相
對
的
に
減
ら
し
、

S
動
取
货
物
も
相
對
的
に
減
ら
す
と
い
ぅ
こ
と
，
 

で

あ

る

.0

(

独
六)

c
a
r

crutt: 

R
u
s
s
i
a
n

 railways, p. 80 

K
a
p
l
a
n

 

V capital.formation, a
n
d

 Allocation, 

1953. 

(

附
註)

V
連
の
鐡
道
の
發
達
を
.考
え
る
場
合
、

.勞
働
生
產
性
.を
み
る 

こ
と
は
茁
耍
な
ニ
っ
の
指
標
で
あ
る
。
こ
の
點
に
っ
い
て
若
干
、
レ 

ッ
デ
ィ
ン
グ
の
論
文
を
參
考
し
て

お
き
た
い
。(

£>
. D. 

Re
d
ding:

* E
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 a
n
d

>-
d
w
oa.
u
c
t
i
v
i
t
y 

A

ts
c+
tr
ct
>
d
g
g
^

nail- 

Hoads,. v
s
o
v
i
e

c+
w
cf
d
a
iff
i
s
c
 

July 1953.)

,

九

六

(

六
八
ニ)

こ
こ
で
い
ぅ
勞
働
生
產
性
は
從
業
艮
數
で
鐵
遒
輸
送
最
を
割
つ
た
も
の 

と
し
て
求
め
ら
れ
.た
ソ
ヴ

エ
ト
懈
.
の
數
字
で
あ
る

.0

S
200…

137 

a

 

1930…
2
04 

び 

1
9
3
3
…
254 

0 

1
S
7 

…
3
7
1

 

d 

1940…
36
和

CD 

1
9
4
1
…

I

1

:

1
 e 

I

 …
283 

1
9
4
7
…
292

I

-

-
.
S

1
949…

S73 

.
 

1950 …

I

.

(

酔)

65
"

0
收

-

.

^

s

s

o

?

 

h

 

Y

l

-W
a
 

4
.
0 

.

b
:

鸩
蓊
0

淖

遂

戴

：膝

h

 

'

v

l

-f
r

圧

0 :

璉

攝

0
辯

将

•

淖

遨

_

鄺

プ

乂
 

I
女

a 

<
0
0 

d
:

 

P̂

.

0

O

0

0

^
 

a 

X

.

I 

^
 

I
 

Co
: 

Xぞネ籙繂令謝織

±
^
4
t
f
 (

rY
t
t阡
黎
y
H 

1940 …
397.2)

右
の
表
は
ゾ
連
鐵
遨
の
成
長
を
大
略
示
し
て
い
る
.。
'そ
し
て
ア
メ
リ
カ 

の
經
驗
か
ら
み
て
、
右
の
成
長
は
決
し
て
不
合
理
で
は
な
い
.。

最
後
に
ソ
連
鐵
道
の
成
長
を
槪
觀
す
る
表
を
掲
げ
て
お
こ
ぅ
。

1
9
2
8
#
-
=
1
0
0

 

1931 

1
9
3
4

 

1937 

1940 

1
9
4
5

s
ol
o
一一
 

I
®

M

 

M27 

129 

145 

169 

174 

204 

一
 

0 

游 
192 

I

 

300
9 

§

0 0
S

3

0 0 

.南

寒

阼

诹

虜

1
5
1
1
9
0

 

271 

26
6 

201 

293

(

以
上
}

M

-

—

介

ド

ゥ

.
^
1
1

ゥ

ァ

著

' 

.

-
 

--

「

フ
ロ
レ
ン
ス
の
一
織
物
會
社
，

R
a
y
m
o
n
d

 d
e

w
o
o
v
e
r 
ニ A

 F
l
o
r
e
n
t
i
n
e

 !Pirm 

o
f

 C
l
o
t
h

 M
a
n
u
f

 a
c
t
u
r
e
s

 

e sp

c&c
u
l
u
m

 

V
o
l

 

X
V
T
,

 

K
o
.

 

I, 

J
a
n
u
a
r
y
,

 

1941 pp, 

3—
33.

.

渡

邊

國

廣

•

.
メ
デ
ィ
チ
ィ
家
は
、
中

.世
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
大
の
.銀
行
家
で 

あ
つ
た
。
國
際
金
融
や
外
國
贸
易
を
第
一
と
し
、
.か
た
わ
ら
工
場
や
鑛
山 

の
經
營
に
關
係
し

V

い
た
。
し
か
し
產
業
賛
本
家
と
し
て
の
メ
デ
ィ
チ
ィ 

家
の
こ
の
ょ
う
：な
活
耀
に
つ
い
て
は
、
從
來
看
過
さ
れ
て
い
る
。
ド
ゥ

•
. 

ル
ー
ヴ
ァ
ー
氏
の
近
業
は
、
メ
デ
ィ
チ
ィ
家
の
か
か
る
活
躍
の
う
ち
、
特 

に
メ
デ
ィ
チ
ィ
家
が
投
資
す
る
フ
ロ

'レ
ン
ス
の
毛
織
物
工
場
を
扱
づ
た
も
、
 

の
で
、
メ
デ
ィ
チ
ィ
家
に
關
す
る
同
氏
の
多
く
の
硏
究
の
な
か
で
も
特
に 

貴
重
な
一
篇
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.し
か
し
こ
の

一
篇
は
、
'メ
デ
ィ
チ
ィ
家
の
活
躍
の
う
ち
、
看
過
さ
れ
た 

面
を
取
上
げ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
重
要
な
の
で
は
な
い
。

.
ド
ゥ
，
ル.

丨
グ
ァ
ー
氏
の
近
業
は.、.
,
フ
ロ
レ
.
ン

ス

の

毛

織

物

工

業

に

關

す

る

多

く

の

• 

. 

. 

. 

. 

* .

>

ゥ
..；
，
'
ル
：
1
.
ヴ
.
.
ァ

ー

著

'?

研
究
の
な
か
で
も
、
特
に.注
目
す
べ
き
業
績
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
レゾス
經 

濟
史
の
硏
究
で
著
名
な
ア
ル
フレ
ッ
ト
•
ド
ー
レ
ゾ
も
解
明
し
得
な
か
っ 

た
フ
ロ
レ
ン
ス
毛
織
物
工
業
の
 

一
®
が
、•す
く
な
く
と
も
メ
デ
ィ
チ

ィ
エ 

場
に
關
す
る
限
り
、
こ
の
硏
究
の
な
か
で
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で 

あ
る
。
現
に
、
利
用
し
た
史
料
が
.メ
デ
ィ
チ
ィ
工
場
に
っ
い
て
殘
存
す
る 

記
錄
類
.で
あ
っ
た
た
め
、
主
と
し
て
毛
織i

合

の

規

約

書

に

ょ

っ

た

從 

來
の
硏
究
で
は
說
明
し
得
な
か
っ
た
點
が
明
確
に
さ
れ
、
た
と
え
一
っ
の 

場
合
に
せ
ょ
、
と
に
か
く
第
十
六
世
紀
に
お
け
る
會
社
の
內
部
構
成
の
實 

•際
が
明
商
と
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
ド
ゥ
•
ル
ー
ヴ
ァ
ー
氏
の
近
業
は
正 

に
®

®
的
で
あ
り
、
フ
ロレ
，
ン
ス
の
毛
織
物
工
業
に_
す
る
從
來
の
研̂
 

に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
內
容
を
持
っ
も
の
で
あ
っ
た
。

• 

*

.* 

.

.

.

.

一
五
三
一
年
二
月
1
0-
、
ラ
フ
ァ

エ
ロ 

•
デ
ィ
•
フ
ラ
ン
チ

h

スn 

. 

デ

エ
ィ
• 
メ
デ
ィ
チ
ィ
、

そ
の
遠
.い
親
類
に
當
る
キ4
ア
リ
ス
シ
モ

•
デ 

ィ
• 

口
ス
ソ
.

デ
.

エ
ィ

•

 

メ
デ
ィ
チ
ィ
、
ベ
ル
ナ
ル
ド

•

デ
ィ
•
ド
メ
 

二
 

n 

•
バ
リ
ョ
一

1.

ィ
の
.三
人
が
、
フ
ロ
レ
ン
ス
の

ヴ
ィ
ア
•

ポ
ル
タ
.
ロ
ス 

サ
ァ
區
に
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ 

•デ
ィ
*

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
.デ

エ
ィ
•
メ
デ

ィ
チ
ィ
會
社
を
設
立
し
た
。.こ

の
.會
社
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
毛
織
物
の
製 

造
で
、
そ
の
總
資
本
額
は
四
、
六
五
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
し
て 

メ
デ
ィ
チ
ィ
家
の
ラ
フ
ァ

ヱ
ロ
が
ニ
、
四
〇
〇
フ
ロー
リ
ン
を
、
同
じ
く 

メ
デ
ィ
.チ
ィ
家
の
キ
ィ

ア
リ
.

ス
シ
モ
■

が
ー
、

ニ
0

0
フ
.ロ
1
リ
ン
を
、

又 

バ
リ

ョ
ニ
ィ
が一

、
〇
五
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
を
醵
出
し
て
い
た
。
た
だ
し
パ
、

.

.

.
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